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Thomson Innovation は
“Derwent Innovation” へ名称変更

知的財産情報ソリューション群の新たなブランド名称「Derwent(ダーウェント)」の誕生に伴い、
2017年7月9日(予定)より、Thomson Innovationは、Derwent Innovationへと名称が変更されます。

この名称変更は、クラリベイトの幅広い特許とIP（知的財産）ソリューションへのコミットメントおよびクラリベイトのイノベーションを
推進する専門技術・知識をサポートするとともに、Derwentの50年以上にわたる質の高い特許情報の伝統への敬意を表するものです。
Derwentは50年以上にわたり特許情報に関する技術、コンテンツ、アプリケーションのリーダーであり、
新名称は、Derwent World Patents Index (DWPI)の正確で、厳密に索引付けされ、強化された特許データの伝統を反映、引き継ぐものです。

本移行に伴い、製品URLが<www.derwentinnovation.com>に変更されます。

つきましては下記の点にご留意のうえ、早目にご準備いただけますようお願いします。

・現在、thomsoninnovation.comに付随している全てのURLが変更されます。
・当面はthomsoninnovation.comにアクセスいただくと、自動的にderwentinnovation.comにリダイレクトされます。

但し、お客様社内でファイアーウォールや、プロキシ設定の変更が必要な場合は、早めにご対応頂けますようお願いします。
・ログインする際にブラウザのポップアップがブロックされる場合がありますので、ポップアップを許可するようにお願いします。

［変更される主な製品URL］
・製品トップサイト：http://info.thomsoninnovation.com/
・ログインサイト：https://www.thomsoninnovation.com/login-ja/
・エクスポートしたファイル上のリンク：公報番号、PDFコピー、フロントページ図、フロントページイメージ
・レコード表示へのリンク：
http://www.thomsoninnovation.com/tip-innovation/patentRecordView.do?pn=US8365286B2
・CAS link：http://www.thomsoninnovation.com/tip-innovation/openUrl.do

http://www.derwentinnovation.com/


3

検索結果表示上限の更新

検索結果の表示上限が100万件までになりました。この上限は、Analyst, Professional双方に適用され、

表示上限におけるAnalyst, Professionalの制限はなくなります。

また、以下の機能にも適用できます。

・ フィルタリング ・検索結果ダッシュボード

・ グラフ・リスト機能

検索結果
表示

検索結果
一覧
印刷

公報番号
検索

フィルタ
リング

結果
保存

エクス
ポート

グラフ
リスト

テーマス
ケープ

テキスト
クラスタ
リング

Analyst 100万 5000件 6万 100万 6万 6万 100万 300万 1.5万

Professi
onal

100万 5000件 3万 100万 3万 3万 100万 ー ー
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検索結果表示上限の更新

AFTER

BEFORE 検索結果が表示上限を超えている場合、フィルタリングや検索結果ダッシュボードで
絞り込みをしようとしても、これらの機能は、表示されているものを対象にフィルタ
リングするのみなので、絞り込み検索と同じにはなりませんでした。
結果数が表示上限を超えている場合には、絞り込み検索を行う必要がありました。

表示上限の100万件化は、フィルタリングや検索結果ダッシュボードにも適用される
ため、多くの場合において、絞り込み検索を行わなくても、絞り込み検索と同様の効
果を得ることができます。
また、グラフ作成にも適用されるため、大きな検索結果についても出願人ランキング
などを作成することも可能になります。

大量のヒット時のファミリー
の折りたたみも正確に
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予測データ情報の掲載

3つの予測データが追加されます。以下の情報が、検索結果一覧の表示および検索結果画面に表示されます。

・予測満了日

・予測残存期間

・有効/無効ステータス
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予測データ情報はフィルタリングにも利用できます！

有効である可能性のあるも
のだけ抽出！

特定の年まで権利が有効で
あるものに絞る！
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予測データ情報のレコード表示

ファミリーステータス： DWPIファミリー
単位の有効/無効は、ファミリー内に1つで
も”有効” のものがあれば “有効”。
１つでも“不明”なものがあれば、“不明”。
メンバー全てが “無効” であれば、”無効”
の記載になります。

ファミリーメンバ―それぞれの予測
ステータスを一覧で確認できます。
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予測データ情報のレコード表示

. 

基本情報コーナーを設置し、以下の情報を掲載します。

・有効/無効の予測 ・DWPIファミリー単位の有効/無効の予測

・出願人のオリジナルデータ ・公報発行日

・予測失効日 ・予測残存期限

※DWPIファミリー単位の有効/無効は、ファミリー内に1つでも有効のものがあれば有効。１つでも"不明"なものがあ
れば、"不明"。メンバー全てが無効であれば、無効の記載になります。

算定内容を表示をクリックすると、
計算のもとになったデータを

表示します。
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公開公報を開いている際、それが登録されていれば、[出願の登録特許を表示]
リンクが表示されます。
直接、登録公報を表示して確認することができます。

予測データ情報のレコード表示



10予測データ情報のエクスポート

. 

CSV, Excel, Derwent Data Analyzer (DDA) へのエクスポートが可能です。
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特許ステータス・有効期限情報 サンプル

【35 USC 156 Patent Term Extension による確定情報】

【期間調整請求が行われている】
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特許ステータス・有効期限情報 サンプル

【年金未払いによる失効】

【年金未払いによる失効確定の情報が入っていないもの】
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特許ステータス・有効期限情報 サンプル

【有効・無効ステータス ファミリーステータス】
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予測期限について
要因 – INTERNATIONAL 

• 推定有効期限 (Estimated Expiration Date):  
確定有効期限が取得できない場合に適用され、全体の99%に当たります。登録特許、実用新案、
デザイン特許(US)に適用されます。

Derived expiration date when a definitive one has not been received.  Will apply 99% of the time.  
Only grants, utility models, designs, and published applications that have been granted will have this field 
populated. 

• 確定有効期限 (Definitive Expiration Date):  
INPADOC 法的状況により取得した情報をもとに、以下の情報が入っている場合に適用されます。

Received from the global patent offices in the INPADOC Legal Status data feed.  This field will only be populated 
for patents with 

• 存続期間延長制度 Granted 35 U.S.C. 156 Patent Term Extension (FDA - US Food and Drug Administration)

• 補足保護証明 SPC (Supplementary Protection Certification) Extension (non-US)

• これらは、レコード表示上 “Confirmed” と記載されています。全体の 1% 程度です。

Seen as “Confirmed” in record view.  Affects approx. 1% of records.

• 推定される最初の出願日(Estimated Earliest Effective Filing Date ): 
ほぼすべての発行国に適用されます。国内の出願日、PCT出願日、継続出願日、部分継続出願日、
分割出願日などの最初の日が有効期限の算出に利用されます。

Applicable to numerous authorities. Will reflect the application national Filing Date, International Filing Date, or 
Domestic Benefit Filing Date (Continuation, Continuation-in-Part, Divisional), whichever is applicable for 
calculating the expiration date. 

• 韓国、日本については、国内の出願日をその国の制度に基づいて使用しています。
For numerous authorities, including Korea and Japan, we calculate the Domestic Benefit filing date, using 
rules specific to that authority. 
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参考：
予測期限について

要因 – International and US  (継続)

• 特許発行日(Issue Date):  
1995年6月8日より以前のUS特許または他の適用国にもあるように、最も早い出願日ではなく、
特許発行日が起算日になるところがあります。

Applicable to older US patents (filing date <1995-06-08) as well as many other authorities whose 
expiration date rules are based on Issue Date instead of Earliest Effective Filing Date. 

USの法制度の移行期間については、特許発行日から17年と、最も早い出願日から20年のいずれ
か長い方が推定有効期限となります。

For the US, the algorithm calculates two ways (as allowed by law during the transitional period), Issue
Date + 17 years and Effective Filing Date + 20 years; and the longer term is estimated to be the term.

• 35 U.S.C Patent Term Adjustment (PTA): 
最高5年の期限調整が適用されます。

Number of days up to and including 5 years. 

• デザイン特許の期限 (Term of Design):  
米国のデザイン特許に当てはまります。2015/5/13 以前は14年、以降は15年で計算されます。

Applicable to US design patents.  Will be either 14 or 15 years depending on if the design patent was 
before or after 05/13/2015.
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参考：
予測期限について

要因 – International and US only 

• Disclaimer:
特許ドキュメント中にある “This patent is subject to a terminal disclaimer“. は、
20年を待たずに失効することを意味します。

Wording on the patent document is often "This patent is subject to a terminal disclaimer“. 
Means an earlier expiration than 20 years.

• Estimated Terminal Disclaimer Prior Patent: ターミナルディスクレーマー上の先行特許

• Definitive Terminal Disclaimer Prior Patent Expiration Date.
ターミナルディスクレーマー上の先行特許の確定失効日(少ない)

• Estimated Terminal Disclaimer Prior Patent Expiration Date. 
ターミナルディスクレーマー上の先行特許の推定失効日

• Lapse: 

INPADOC法的状況により終了イベントを取得します。猶予期間を過ぎた維持手数料未払いなどです。
失効日はOffice Gazetteに記載されステータスは失効します。
Terminal events identified in INPADOC Legal Status. For example, non-payment of maintenance fee after 
any applicable grace period. The expiration date will then become the gazette date and the status becomes 
Dead.

• 注意 –予測デーの計算では、手数料未払いの状態ではステータスはAlive(有効)となり、
有効期限も継続となります。猶予期間が過ぎた時点で無効(Dead)に変更されます。
In the predictive data calculation, a patent is Alive and has an ongoing expiration date during non-
payment of maintenance. This changes only after the applicable grace period has passed. 



17参考：
予測期限について

情報ソース:

• 有効期限の特定について – 1次データ、DocDB、DWPI書誌事項、INPADOC法的状況

For determining the expiration date – FLD, DocDB and DWPI biblio and INPADOC Legal Status

• 満了以外の失効(Lapse)または関連の失効について – INPADOC法的状況

For determining an unnatural end to the expiration date (Lapse)  and associated Dead status – INPADOC Legal Status

現在の制限事項:

• WO, EP 公報 –現在の所、完全な国内移行のエントリーが確認できません。今後の開発予定です。

WO and EP publications  – there is currently no comprehensive national entry tracking of designated states.  This is 
planned for later this year.

• 米国の登録後特許の USPTO PAIR 情報におるPTAは今後入る予定です。

US post-grant patent term adjustments from USPTO PAIR will be included later this year

公開公報のステータス記載:

公開公報については、INPADOC法的状況をもとに、以下のように扱われます

Published applications are supported to this extent–

• 登録されている場合は、その登録公報より推定有効期限および有効/無効ステータスを適用します。

a published application gets the expiration date and dead/alive status of its grant; 

• 登録されておらず出願から10年未満のものは、Alive (有効)としています。

a published application that has not granted and is not yet ten years old is Alive; 

• 出願から10年以上経過しており登録されていないものは、Dead(無効)としています。

a published application that is ten years old and has not granted is considered Dead
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参考：
予測期限について

USの薬品期限延長 35 USC 156 および SPCs の扱い

• INPADOC法的状況よりこれらの情報を読取り計算されます。個別の計算はされません。
These extensions are taken from the INPADOC legal status data; they are not independently calculated.

• 最終のUSPTO Granted 35 USC156 PTR Certificate (PTEG) がある場合、
この特許の有効期限は確定の有効期限となります。PTEGはPTEよりも優先項目として計算されます。
When there is a final USPTO Granted 35 USC 156 PTE Certificate (PTEG), its extension date becomes a 
Definitive (Confirmed) Expiration Date.  PTEG has a higher priority in the algorithm rules than the PTE.

• PTEGがなく、35 USC 156 PTE のみの出願である場合、予測の有効期限となります。
When there is only a 35 USC 156 PTE Filing Application Expiration Date and no PTEG, that date becomes an 
Estimated Expiration Date

• SPCデータは、INPADOC法的状況にレポートされている通り、同じようなロジックに基づいています。
SPC data, as reported in INPADOC Legal Status, follows similar logic rules

• 現在、確定の有効期限がある場合、「算定内容を表示」リンクでは、確定日しか表示しません。
INPADOC法的状況に記載の内容については、個別にレコード表示のINPADOC法的状況の表を参照してください。
At present, the factors table for Confirmed only displays the confirmed date.  The specific INPADOC legal status 
events are not given and the user will need to look at the INPADOC legal status table for details.



お問い合わせ

サービス全般に関するお問い合わせ
Tel:03-4589-3101
Fax:03-4589-3240 
Email: ts.info.jp@thomsonreuters.com

〒107-6119 東京都港区赤坂5丁目2番20号
赤坂パークビル18階

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)：0800-170-5577
Tel：03-4589-3107
Email: ts.support.jp@thomsonreuters.com
サービス時間：土・日・祭日を除く午前9時30分～午後6時
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